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子どもの歴史のわかり方と共感



































































































































































































































































































刷 ･火薬 ･羅針盤を ｢ルネサンスの3大発明｣と
したのはフランシス ･ベーコンであり,グーテン
ベルクは自身の発明が世界を変えるとは思わなか
ったであろう｡では,グーテンベルクはなぜ新し
いものを発明することにこだわったのだろうか｡
この点を子どもたちに考えさせたい｡高宮(1998)
は,グーテンベルクは自分の技術が認められず,
市民としての自由も得られない現状に対する不満
を抱えていたので,全く新しいものを求めたとい
う考えがあるとしている｡貴族やギル ドのしがら
みを排して新たなものを生み出すことで,自身の
技量を認めさせることに意味があると考えたので
はないだろうか｡そこで,この問いをきっかけに,
封建制や腐敗した教会-の反発が噴出し始めてい
る状況について考えさせたい｡
5 到達点と課題
(1)研究に関する到達度
第1に,状況の中での共感という見方によって,
共感論の課題を解決できる見通しを示した｡
第2に,これをグーテンベルクの例で示した｡
(2)課題
グーテンベルクの例を検証する｡
注
1)歴史変化の原動力が,何らかの意味で異常にぬ
きんでた英雄にのみあるとする｡政治的,軍事的
英雄を意味することが多い｡
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